
協
同
組
合
と
い
う

虹
の
も
と
、

大
都
市
に
深
く

根
を
張
り
そ
び
え
る

大
樹
の
よ
う
な

Ｊ
Ａ
で

あ
り
た
い

―
JAさっぽろコミュニケーションマガジン
「にじのたいじゅ」

今月の特集

令和 7年度
新入職員紹介

春を待ちわびた鮮緑の苗
Photo by SOGA Takahiro

2
0
2
5
年月号
43

1
7

NO.
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厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え

芽
生
え
た
苗

　

札
幌
市
北
区
の
総
合
公
園
と
し

て
、
昭
和
58
年
に
開
園
し
た
百
合
が

原
公
園
。
夏
に
は
、
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
約
1
0
0
種
類
の
ユ
リ
が
咲
き
競

う
。
熊
木
農
園
を
訪
れ
た
こ
の
日

は
、
春
を
告
げ
る
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ

も
蕾
を
開
き
、
風
に
揺
れ
て
い
た
。

百
合
が
原
公
園
か
ら
程
近
く
に
熊
木

農
園
の
ハ
ウ
ス
が
あ
る
。
祖
父
の
盛

一
郎
さ
ん
が
上
富
良
野
か
ら
昭
和
16

年
に
入
植
。
百
合
が
原
を
は
じ
め
篠

路
地
区
で
札
幌
伝
統
野
菜
の
札
幌
黄

を
は
じ
め
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
約

30
品
目
を
6
ha
作
付
け
し
て
い
る
。

4
代
目
の
大
輔
さ
ん
は
、
就
農
し
て

15
年
目
。
現
在
は
、
妻
の
ひ
と
み
さ

ん
や
母
の
敦
子
さ
ん
、
妹
の
真
由
美

さ
ん
も
手
伝
い
な
が
ら
の
家
族
経

営
。
農
産
物
の
栽
培
に
関
し
て
は
大

輔
さ
ん
が
指
揮
を
執
り
、
ひ
と
み
さ

ん
、
敦
子
さ
ん
は
、
主
に
Ｊ
Ａ
さ
っ

ぽ
ろ
「
し
の
ろ
と
れ
た
て
っ
こ
生
産

者
直
売
所
」
の
出
荷
等
を
担
当
す
る
。

　

こ
の
日
は
、
札
幌
黄
の
育
苗
シ
ル

バ
ー
シ
ー
ト
を
は
が
す
作
業
が
行
な

わ
れ
て
い
た
。
太
陽
の
光
や
気
温
を

細
か
く
確
認
し
な
が
ら
、
シ
ル
バ
ー

シ
ー
ト
を
は
が
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計

る
大
輔
さ
ん
の
眼
差
し
は
真
剣
そ
の

も
の
。
そ
の
振
る
舞
い
は
何
か
苗
に

語
り
か
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
さ
え

感
じ
る
。
シ
ー
ト
を
少
し
ず
つ
は
が

し
始
め
る
と
、
水
滴
を
ま
と
っ
た
小

さ
な
苗
が
春
を
待
ち
わ
び
て
い
た
よ

う
に
顔
を
出
す
。
シ
ー
ト
を
纏
い
白

色
だ
っ
た
ハ
ウ
ス
内
が
一
面
鮮
緑
に

様
変
わ
り
し
艶
や
か
で
美
し
い
。
そ

し
て
、
安
堵
の
気
持
ち
か
ら
か
ハ
ウ

ス
内
の
熊
木
さ
ん
家
族
の
表
情
も
自

然
と
綻
ん
だ
。

農
業
を
愛
で
る

　

熊
木
さ
ん
を
取
材
し
て
印
象
的
な

の
は
家
族
の
「
笑
顔
」。

　
「
農
業
っ
て
本
当
に
楽
し
い
ん
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
言
葉
通
り
、

終
始
家
族
で
仲
睦
ま
じ
く
作
業
を
行

な
う
。
大
輔
さ
ん
や
ひ
と
み
さ
ん
と

話
し
て
い
る
と
自
然
と
こ
ち
ら
も
笑

顔
に
な
っ
て
し
ま
う
魅
力
の
持
ち

主
。
少
し
で
も
接
し
た
人
な
ら
誰
も

が
そ
の
人
柄
に
魅
力
を
感
じ
、
心
豊

か
な
空
間
に
引
き
込
ま
れ
る
。
同
時

に
農
業
を
心
か
ら
楽
し
み
、
農
業
を

愛
で
る
揺
る
ぎ
な
い
信
念
を
感
じ
る
。

「
札
幌
の
生
産
者
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
追
求
し
な
が
ら
消
費
者
と
繋
が
っ
て
い
き

た
い
」
そ
う
話
し
て
く
れ
た
農
業
と
地
域
を
紡
ぐ
4
代
目
を
追
い
か
け
た
。

農業・地域・時代を紡ぎ
生産者としてのストーリーを届ける

篠路地区　熊
くま

木
き

大
だい

輔
すけ

さん



1. 10 年前、本誌の取材の際に撮影したツーショット写真　2. １０ 年前と同じ場所での記念撮影。今回は亮太君も一緒に　3. 作業終了後に記念撮影。左か
ら大輔さん、亮太君、ひとみさん、敦子さん　4. 親子そろって苗の生育を確認。二人の動作がシンクロ　5. シートから顔をだしたキラキラと光る苗
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そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
以
前

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
青
年
部
で
ス
ー
プ
専

門
店
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
際

の
大
輔
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
だ
。

　
「
札
幌
黄
は
1
玉
1
玉
に
個
性
が

あ
り
、
形
や
生
育
の
速
さ
も
み
ん
な

そ
れ
ぞ
れ
。
個
々
の
表
情
を
見
な
が

ら
、『
今
何
か
し
て
ほ
し
い
こ
と
は

な
い
か
？
』
と
語
り
か
け
な
が
ら
育

て
て
い
ま
す
。
個
性
豊
か
な
玉
葱
だ

け
に
、
み
ん
な
の
要
望
を
一
つ
一
つ

聞
い
て
い
く
の
は
大
変
で
す
け
ど

ね
。
そ
れ
で
も
栽
培
を
続
け
る
の

は
、
北
海
道
に
住
む
多
く
の
方
か
ら

長
年
愛
さ
れ
て
い
る
か
ら
」

　

農
業
を
心
か
ら
愛
し
て
い
る
大
輔

さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
根
幹
を

成
す
力
強
い
言
葉
。

　

札
幌
黄
を
我
が
子
の
よ
う
に
育

て
、
愛
情
を
注
ぎ
、
札
幌
で
生
産
す

る
誇
り
と
伝
統
野
菜
を
守
り
抜
く
覚

悟
に
改
め
て
胸
を
打
た
れ
る
。

大
輔
さ
ん
の
農
業
の“
夢
”

　

熊
木
農
園
で
は
直
売
所
で
の
販
売

を
主
軸
に
学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供

に
取
り
組
み
、
地
元
で
の
消
費
を
意

識
し
て
い
る
。
熊
木
さ
ん
が
地
域
に

こ
だ
わ
る
の
は
、
心
の
深
い
部
分
で

感
じ
て
い
た
地
産
地
消
の
大
切
さ
と

顔
が
見
え
る
販
売
へ
の
想
い
が
根
本

に
あ
る
か
ら
だ
。
直
売
や
身
近
な
場

所
で
の
販
売
は
、
直
接
消
費
者
か
ら

反
応
が
も
ら
え
、
そ
れ
が
原
動
力
に

繋
が
る
と
い
う
。

　
「
農
業
の
良
い
と
こ
ろ
は
世
代
を

超
え
て
繋
が
れ
る
と
こ
ろ
。
給
食
の

食
材
提
供
も
更
に
増
や
し
て
、
子
ど

も
達
に
地
場
産
品
を
食
べ
て
ほ
し

い
。
食
育
授
業
な
ど
出
来
る
範
囲
で

自
分
も
父
か
ら
引
き
継
い
で
き
た
の

で
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
あ
れ

ば
今
後
も
取
り
組
み
た
い
ね
。
生
産

者
と
し
て
の
想
い
や
ス
ト
ー
リ
ー
を

直
接
消
費
者
に
伝
え
る
っ
て
農
家
に

し
か
で
き
な
い
か
ら
」

　

自
身
の
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
地
域

や
次
世
代
の
将
来
の
こ
と
、
広
く
深

い
視
野
で
想
い
を
馳
せ
る
大
輔
さ

ん
。
心
か
ら
農
業
を
楽
し
み
、
地
域

と
の
繋
が
り
を
広
げ
る
夢
に
ワ
ク
ワ

ク
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
。

こ
の
日
は
、
長
男
の
亮
太
君
が
作

業
を
最
後
ま
で
手
伝
っ
て
い
る
姿
が

あ
っ
た
。

　
「
亮
太
は
農
業
に
興
味
あ
る
ん
だ

よ
ね
。
特
に
収
穫
の
作
業
が
好
き
っ

て
言
っ
て
い
て
。
実
際
に
継
い
で
く

れ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
ね
」
と

ひ
と
み
さ
ん
が
話
す
。

　
「
継
承
」、
今
か
ら
10
年
前
の
本
誌

の
取
材
で
大
輔
さ
ん
が
記
し
た
言
葉

の
よ
う
に
、
大
輔
さ
ん
の
背
中
を
追

い
か
け
、
熊
木
農
園
を
そ
し
て
札
幌

伝
統
野
菜
「
札
幌
黄
」
を
継
承
す
る

5
代
目
の
姿
が
目
に
浮
か
ん
だ
。



アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！
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琴
似
支
店
ク
ロ
ー
バ
ー
会（
石
川
秋
夫
会
長
）で
は
、
ホ

テ
ル
ヤ
マ
チ
に
て
第
39
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、
会
員
26

名
と
職
員
3
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
石
川
会
長
が
議
長
に

選
出
さ
れ
、
総
会
が
進
行
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
、
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

同
会
場
で
引
き
続
き
行
な
わ
れ
た
新
年
会
に
は
、
会
員

29
名
と
職
員
15
名
が
参
加
。
互
い
の
近
況
を
話
し
な
が
ら

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
番
号
が
読
み
上

げ
ら
れ
る
度
に
会
場
か
ら
歓
声
が
聞
こ
え
、
賑
や
か
な
宴

席
と
な
り
ま
し
た
。�

（
竹
村
特
派
員
）

　

令
和
6
年
度
「
北
海
道
産
業
貢
献
賞（
農
業
関

係
功
労
者
）」
の
農
業
委
員
会
等
功
労
者
に
北
札

幌
地
区
・
非
常
勤
理
事
の
浅
井
義
正
さ
ん
が
選
ば

れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
井
理
事
は
札
幌
市
農
業
委
員
を
8
期
24
年
務

め
、
会
長
職
に
も
就
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
玉
葱

生
産
に
精
励
さ
れ
な
が
ら
、
長
年
に
わ
た
り
札
幌

市
農
業
の
振
興
と
発
展
、
農
業
行
政
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
授
賞
式
は
2
月
12
日
に
中

央
区
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
行
な
わ
れ
、
2
月

28
日
に
そ
の
功
績
を
称
え
、
軽
部
組
合
長
か
ら
御

祝
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
岸
青
壮
年
部（
吉
田
晃
部
長
）で
は
、
白
石
美
園
環
状

通
沿
い
に
あ
る
り
ん
ご
並
木
で
、
部
員
11
名
と
女
性
部
員

1
名
、職
員
3
名
が
参
加
し
、冬
季
剪
定
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
の
剪
定
は
、
枯
れ
た
枝
や
病
気
に
か
か
っ
た

枝
の
ほ
か
、
雪
で
折
れ
た
枝
な
ど
を
落
と
し
て
い
く
作

業
。
部
員
の
皆
さ
ん
は
、
ま
だ
雪
の
残
る
中
央
分
離
帯
に

脚
立
を
立
て
、
手
際
よ
く
不
要
な
枝
を
落
と
し
て
い
き
ま

し
た
。
想
定
以
上
に
弱
っ
た
枝
が
多
く
見
ら
れ
た
今
回
の

剪
定
。「
前
年
ま
で
に
実
を
つ
け
過
ぎ
て
、
樹
が
頑
張
り

過
ぎ
て
い
た
の
か
も
」
と
の
こ
と
。
樹
の
状
態
を
見
極
め

な
が
ら
、
2
時
間
半
ほ
ど
で
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

�

（
柳
橋
特
派
員
）

琴
似
支
店 

ク
ロ
ー
バ
ー
会

定
期
総
会
が
滞
り
な
く
終
了

新
年
会
で
更
に
親
睦
を
深
め
る

農
業
委
員
会
等
功
労
者
表
彰

北
札
幌
地
区
・
浅
井
理
事
受
賞

長
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
て

平
岸
支
店 

平
岸
青
壮
年
部

り
ん
ご
並
木
、
冬
季
剪
定
実
施

穏
や
か
な
青
空
の
下
で
作
業

2／27 木

2／28 金

3／11 火

監事の横田光男さんによる監査報告に耳を傾ける会員の皆さん。

軽部組合長（左）と浅井理事（右）。受賞を受け浅井理事は、
「自分一人で得たものではなく、周囲の方々に支えられ、協
力いただいた結果によるもの。ありがとうございました」と
話していました。

車通りの多い環状通。穏やかな青空の下、往来する車に気を
配りながら作業を進める部員の皆さん。

JA SAPPORO NIJI-NO TAIJYU  2025-0409



アラカルト 組合員さんとJAの活動を紹介します！

＊
a l
a carte＊

　

女
性
部
厚
別
支
部（
小
林
徳
子
支
部
長
）で
は
、
厚
別

支
店
3
階
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ル
に
て
第
70
回
通
常
総
会
を
開
催

し
、
部
員
49
名
、
来
賓
7
名
、
職
員
9
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

部
員
の
高
齢
化
や
新
規
部
員
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
、
今
後
は
よ
り
負
担
感
の
な
い
活
動
を
企
画

実
施
し
て
い
く
こ
と
に
決
定
。
役
員
も
改
選
さ
れ
、
支

部
長
に
粟
井
真
由
美
さ
ん
、
副
支
部
長
に
山
下
智
恵
子

さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
茶
道
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
か
ら
お
茶
と
お

菓
子
が
振
舞
わ
れ
、
和
や
か
な
談
笑
の
時
間
に
。
ま
た

午
後
は
恒
例
の
「
演
芸
大
会
」
が
行
な
わ
れ
、
ハ
ン
ド

ベ
ル
サ
ー
ク
ル
「
虹
の
会
」
に
よ
る
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」

な
ど
3
曲
の
演
奏
ほ
か
、
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
大
い
に
会
場
を
沸
か

せ
ま
し
た
。
（
須
澤
特
派
員
）

　

青
年
部
本
部（
大
畑
一
郎
部
長
）

で
は
、
部
員
15
名
と
常
勤
役
員
6

名
が
参
加
し
、
忌
憚
の
な
い
意
見

を
交
換
す
る
「
懇
談
会
」
を
プ
レ

ミ
ア
ホ
テ
ル
C
A
B
I
N
札
幌
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
青
年
部
は
、
さ
っ
ぽ

ろ
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
や
エ
ス
コ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
北
海
道
で
の
農
産

物
販
売
を
は
じ
め
、
ス
ー
プ
カ

レ
ー
専
門
店
「
奥
芝
商
店
」
と
の

コ
ラ
ボ
商
品
の
販
売
を
行
な
う
な

ど
、
活
発
な
P
R
活
動
を
実
施
。

そ
の
活
動
報
告
を
行
な
っ
た
う
え

で
、
今
後
の
青
年
部
活
動
へ
の

Ｊ
Ａ
の
支
援
体
制
や
、
青
年
部
お

よ
び
Ｊ
Ａ
、
そ
し
て
農
業
の
活
性

化
に
繋
が
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

大
畑
部
長
は
今
後
の
青
年
部
活

動
の
抱
負
に
つ
い
て
、「
青
年
部

と
Ｊ
Ａ
が
共
に
歩
ん
で
い
る
こ
と

を
実
感
し
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
結
束
を
大
切
に
し
て
、
今
後

も
仲
間
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

女
性
部
厚
別
支
部
通
常
総
会

役
員
改
選
、
新
体
制
が
決
定

恒
例
の
演
芸
大
会
も
行
な
わ
れ
る

青
年
部
本
部
役
員
×
常
勤
役
員　
懇
談
会

忌
憚
の
な
い
意
見
を
交
換

部
員
と
Ｊ
Ａ
、
一
丸
で
の
活
動
継
続
を
誓
う

3／11 火

3／13 木

下野幌地区の皆さんは、部員 4名と職員 5名によるYOSAKOI
ソーランを披露。週 2回の練習の成果を発揮しました。

荒井裕子さんが議長を務め、議事を進行。議案は全て満場一致で可決
されました。

軽部組合長は、「青
年部の意見を事業に
反映し、次年度はさ
らに青年部・役職員
が一丸となって、地
産地消をはじめとし
たさまざまな活動に
取り組んでいきた
い」と話しました。

手作り作品の展示も行われ、31点が出品されました。
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理
事
会
だ
よ
り

第
11
回
定
例
理
事
会

　
令
和
7
年
2
月
28
日（
金
）午
後
1
時
00
分
よ
り
、

本
店
3
階
役
員
会
議
室
に
お
い
て
、
定
例
理
事
会
が

開
催
さ
れ
た
。

●
監
事
会
報
告
事
項

1
、
令
和
6
年
度
下
期
随
時
監
査
報
告

●
協
議
事
項

1
、令
和
7
年
度
内
部
監
査
等
実
施
計
画（
案
）に
つ

い
て

令
和
7
年
度
実
施
予
定
の
内
部
監
査
計
画
概
要
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

2
、第
6
次
中
期
3
ヵ
年
経
営
計
画（
令
和
7
年
度
～

令
和
9
年
度
）の
策
定
に
つ
い
て

　

重
点
テ
ー
マ
、
基
本
目
標
、
各
部
門
の
重
点
取
り

組
み
事
項
・
実
施
方
策
等
の
具
体
的
取
り
組
み
内
容

の
詳
細
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

3
、第
6
次
中
期
3
ヵ
年
経
営
計
画
「
令
和
7
年
度

本
店
行
動
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て

　

令
和
7
年
度
に
お
け
る
本
店
行
動
計
画
内
容
に
つ

い
て
、
部
門
方
針
に
則
っ
た
計
画
取
り
組
み
内
容
の

詳
細
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

4
、令
和
7
年
度
事
業
計
画（
文
書
編
・
数
値
編
）に

つ
い
て

　

令
和
7
年
度
の
経
営
管
理
方
針
、
各
部
門
の
事
業

方
針
、
実
施
方
策
、
事
業
量
取
扱
高
計
画
、
事
業
収

支
計
画
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

5
、地
区
運
営
協
力
委
員
等
の
地
区
定
数
変
更
に
つ

い
て

　

南
地
区
内
支
店
運
営
の
円
滑
化
、
お
よ
び
正
組
合

員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
地
区
別
定
数
の
選
出
が
厳
し

く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
定
数
の
変
更（
減

員
）で
あ
る
旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

6
、国
税
局
差
押
え
に
か
か
る
出
資
金
の
減
口
に
つ

い
て

　

当
組
合
が
札
幌
国
税
局
か
ら
、
正
組
合
員
1

名
の
国
税
滞
納
に
よ
る
債
権（
出
資
金
）差
押
通

知
を
受
け
た
こ
と
に
伴
う
減
口
で
あ
る
旨
が
説

明
さ
れ
、
協
議
後
、
可
決
決
定
。

7
、『
給
与
規
程
』
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

近
年
の
物
価
高
騰
や
中
途
退
職
者
職
制
の
対
策

等
、
職
員
の
労
働
条
件
改
善
を
考
慮
し
、
役
割
給
の

見
直
し
を
実
施
す
る
内
容
が
説
明
さ
れ
、
協
議
後
、

可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

1
、再
発
防
止
策
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
報
告

2
、常
勤
理
事
と
監
事
と
の
意
見
交
換
に
つ
い
て

3
、常
勤
役
員
と
女
性
部
本
部
役
員
と
の
懇
談
会
結

果
報
告

4
、令
和
7
年
度
役
職
員
研
修
計
画
に
つ
い
て

5
、1
月
末
財
務
状
況
報
告

6
、1
月
末
組
合
員
加
入
、
脱
退
状
況
報
告

7
、2
月
の
動
静
と
3
月
の
予
定
に
つ
い
て

（
閉
会
・
午
後
4
時
39
分
）

令和7年2月末業務実績 令和7年1月末業務実績

ＪＡさっぽろ
DATA

組合員数
正組合員 3,746名 3,752名

准組合員 34,019名 34,014名

合　計 37,765名 37,766名

出資金残高 75億4千3百万円 75億3千3百万円

販売取扱高 42億6千万円 41億4千2百万円

購買供給高 28億9百万円 25億8千5百万円

貯金残高 3,704億5千6百万円 3,714億5百万円

融資残高 1,081億3千7百万円 1,084億2千6百万円

共済保有高 6,312億3千5百万円 6,311億3千6百万円

施設建設取扱高 6千5百万円 6千5百万円

管理受託戸数 4,720戸 4,726戸
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　令和 7年 4月 1日より、振込手数料の一部を改定しました。今回の改定は事務コストを反映し、窓口
でのお取り扱いを中心とした手数料体系の見直しです。
　また金額の変更とともに、従来の「5万円未満 /5 万円以上」の金額区分を廃止し、ご利用いただく皆
さまにとってわかりやすい内容に変更しております。
　今後も組合員の皆さまをはじめ、ご利用いただく多くのお客さまの幅広いニーズにお応えできるよ
う、より一層サービスの向上に努めてまいりますので、ご理解をお願いいたします。

（消費税込）

お取り扱い あて先 振込金額 改定前 改定後

窓　口

同一店あて
5万円未満

無料 550 円
5 万円以上

本支店あて
5万円未満 110 円

550 円
5 万円以上 330 円

系統あて
（＊ 1）

5 万円未満 330 円
660 円

5 万円以上 550 円

他行あて
5万円未満 605 円

880 円
5 万円以上 770 円

インターネット
バンキング

同一店あて
5万円未満

無料 無料
5 万円以上

本支店あて
5万円未満

無料 無料
5 万円以上

系統あて
（＊1）

5 万円未満
110 円 110 円

（＊2）5 万円以上

他行あて
5万円未満 165 円 165 円

（＊2）5 万円以上 220 円

A T M

同一店あて
5万円未満

無料 110 円
5 万円以上

本支店あて
5万円未満 110 円

110 円
5 万円以上 220 円

系統あて
（＊1）

5 万円未満 110 円
220 円

5 万円以上 220 円

他行あて
5万円未満 220 円

330 円
5 万円以上 330 円

定時自動送金

同一店あて
5万円未満

無料 無料
5 万円以上

本支店あて
5万円未満 無料

220 円
5 万円以上 220 円

系統あて
（＊ 1）

5 万円未満 330 円
330 円

5 万円以上 550 円

他行あて
5万円未満 550 円

550 円
5 万円以上 660 円

（＊1） �系統とは、農業協同組合・漁業協同組合・信用農業協同組合連合会・信用漁業協同組合連合会・農林中央金庫のことをいいます。
（＊2）� 「ＪＡバンク優遇プログラム」による所定の条件を満たすお客さまは、月に 2回まで振込手数料が無料となります。

振込手数料の一部を改定しました
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❖�お問い合わせはさとらんどへ直接ご連絡ください。
さとらんど　札幌市東区丘珠町 584 番地 2 （011）787─0223さとらんどからのお知らせ

色々なスイーツを組み合わせて、
美味しい「こいのぼり」を

作りましょう！

お子様も手伝いをして、終始笑
顔で楽しそうに。正に家族の象
徴だと感じました。

Photo by 曽我 孝博
2020 年からフリーランスのフォトグ
ラファーとして主に札幌市内で活動。
今年度も引き続き「虹の大樹」表紙
と巻頭写真の撮影を担当します。

Column
My best sho

t

さとらんどでは、さまざまな講習を実施しています。
ぜひ、ご参加ください！
こどもの日のスイーツづくり講座

スイーツで「こいのぼり」を作ります
 日　　時 　�5 月 3 日（土・祝）、4日（日・祝）、5日（🈷・祝）�

① 11：00～11：20　② 13：00～13：20
 会　　場 　さとらんどセンター
 定　　員 　各回 15 人（未就学児は同伴必要）
 参 加 費 　700 円 / 人
 申し込み 　�4 月 15 日火から受付。�

申込みはさとらんどセンターまでTELまたは直接受付。

下記日程にて苗物市の開催
を予定しています。詳細は
決定次第、ホームページと
Instagram（とれのさと）で
お知らせします。

【玉葱選果センター】
東区丘珠町 499-23
5/16（金）・17（土）・18（日）

（9：00～14：00）

【手稲支店駐車場】
手稲区前田 1 条 10 丁目 3-20
5/17（土）・18（日）・19（月）

（10：00～16：00）

【地物市場『とれのさと』】
石狩市樽川 120-3
5/16（金）・17（土）・18（日）

（9：30～17：00）

今年も3ヶ所で
苗物市開催！

開催日時は変更になる可能性が
ありますので、ご来場前に再度
ご確認をお願いします。
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